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ヤッコカンザシと南海トラフ巨大地震
先日、30 年以内の南海トラフ地震の発生確率が、20 ～ 50％、

ないし60～90％以上と発表されました。これを一言でまとめると、
「よくわからない」ということになってしまいますが、それだけ地
震の予知は難しいということでしょう。
一方、室戸岬の所々には、ヤッコカンザシというゴカイの仲間の

巣の化石が見られます。この巣は生きているときは海岸にあるもの
ですが、昔のヤッコカンザシの化石は現在の海岸線より高いところ
にあります。これは室戸の大地が地震により隆起したことを示して
いるのですが、どうやらおよそ 1000 年に一度の頻度で、海岸線を
大きく持ち上げるような巨大な地震が起こっていたらしいことがわ
かりました。
この室戸岬を大きく持ち上げた地震の正体は、「普通の」南海トラフ地震を大きく上回る巨大な南海トラフ

地震ではないかとも、この地震に連動した、室戸岬周辺が特に大きく動くような地震によるのではないかと
も言われています。
地震が将来、いつ起こるのかはわかりませんが、過去にどのように地震が起こっていたのかも実はよくわ

かりません。しかし、地震はいつかは起こるものですから、常に準備をしておきたいものです。

11 月の地質館イベント
11 月 15 日（土）　17：00 〜 20：30　酒蔵ロード劇場に合わせ無料開館します。
11 月 23 日（日・祝）11：30 〜＆14：30 〜（10 分程度）　展示解説「室戸岬の大地の変化」

地質館だより

ヤッコカンザシの巣の化石

桜座では毎年４月、９月、12月に２階ロビーで、ロビーコンサートを開催していま
す。町内外から腕に覚え有りの皆さんの素晴らしい演奏や歌を、午後のひと時
楽しんでみませんか？出演者募集もその都度広報、ホームページやSNSでお知
らせしています。　※入場無料、出入り自由
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携
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